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研究成果の概要（和文）：　自閉症スペクトラム障害（ASD）である人びとがさまざまな場面において遭遇する問題的
状況に対して、その周囲の人びとから向けられる「社会からのまなざし」を解明することをめざした。そのために、量
的調査および質的調査を実施し、それらによって得られた知見にもとづいて、理論的検討を行った。
　当事者家族への聞き取り調査からは、多くの保護者が、さまざまな場面で、子どものふるまいに対して周囲から非難
の目を向けられるとともに、そうした怖れをつねに感じていることがわかった。
　ASDに関する市民の意識調査からは、ASDが、その名称は知られていても、まだ十分に理解されていないということが
明らかになった。

研究成果の概要（英文）：   People with Autism Spectrum Disorder(ASD) encounter a number of problematic sit
uations. In this study, we have investigated on the people's consciousness about ASD. To this end, we have
 conducted quantitative and qualitative researches. Based on knowledge obtained by them, we have examined 
some theoritical considerations. 
   In interview research of parents who have children with ASD, they told that many people blame the behav
ior of their children with ASD.
   In public opinion survey of 1000citizens, we have found that many people know the term of Autism, and t
hey do not have fully understood ASD yet. 
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１．研究開始当初の背景 
 「自閉症スペクトラム障害（Autism 
Spectrum Disorder:以下 ASD と略す。）」
あるいは「発達障害」は、近年、非常にクロ
ーズアップされるようになってきた。それと
いうのも、そうした障害のある人びとが急激
に増大しているといわれるようになってき
たからである。そして、ASD である人びとが
遭遇することになるさまざまな問題状況が
顕在化してきて社会問題化している。たとえ
ば、学校という場面では、いじめや不登校の
問題などもあるだろう。学校を卒業した後に
は、社会に適応することが難しく、就労にお
ける問題を抱えたり、ひきこもりといった状
況に陥ったりすることもあるだろう。 
 むろん、ASD あるいは発達障害であるとい
うこと自体に問題があるわけではない。障害
学が教えるように、受け入れる社会の側があ
る障壁を作り出し、問題状況を生み出してい
ると考えられる。したがって、ASD に対する
社会の「まなざし」を明らかにすることが必
要であると考えた。 
 ASD あるいは発達障害に関しては、教育、
医療、福祉の各領域で研究と諸実践が進めら
れている。翻って、ASD と社会の関係につい
て問うような社会学的研究はあまり見られ
ていない状況であった。そこで、わたしたち
はその間隙を埋めるために、このような研究
テーマを設定することとしたものである。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、近年様々な領域において
静かにそして急速に「社会問題化」しつつあ
る「自閉症スペクトラム障害（Autism 
Spectrum Disorder:以下 ASD と略す。）」
に関する社会認識と社会生活場面における
「問題的状況（problematic situation）」が
どのようなものなのか、そして、問題的状況
に「医療化（medicalization）」の進展がい
かなる関連を有しているかを明らかにする
ことである。具体的には、インタビュー調査、
参与観察、質問紙調査などの手法を用いて、
社会生活場面(家庭生活、学校、就労)におけ
る問題的状況、ASD の医療化のプロセス、当
事者(当事者家族)／市民／専門家(医師、研究
者)の障害に対する認識とそのずれについて
明らかにする。また、収集したデータの分析
を社会理論へと接続し、社会理論を更新する
方途についても模索する。 
 具体的には、以下の 4 つを課題とした。 
(1)現代社会において ASD がどのような「問
題的状況」を呈しているのかを明らかにする
ことである。特に本研究では家庭生活、教育
現場、就労現場の 3 場面に焦点を当て、それ
ぞれの場面において、どのような問題的状況
がどのような背景のもとで生じているのか
を明らかにする。 
(2)ASD の「医療化」現象にどのようなアク
ターがどのような関わりをしているのか明
らかにする。この課題を通して、医療化論、

セルフヘルプグループ研究や当事者研究を
再考する。 
(3)一般市民の ASD を中心とした障害に関す
る認識を明らかにする。どのような人びと
（階層、ジェンダー、年齢など）がどのよう
な障害観、社会観を持っているのか、そして
当事者や当事者家族、専門家との間にどのよ
うな意識のずれがあり、そのような意識のず
れがコンフリクトを生じさせる契機となる
のか否か考察を加える。 
(4)上記データ分析をふまえたうえで、ASD
という事例を通して再帰的近代化論、コミュ
ニケーション論、現代社会論の再考をはかり、
調査データに根ざした社会理論を構想する。 
 
３．研究の方法 
 本研究は、質的調査、量的調査、理論研究
からなる「ASD と社会」に関する総合研究で
ある。 
(1)質的調査研究：当事者団体や、ASD に関
係する専門家に対して聞き取り調査を実施
する。聞き取り調査は、主として半構造化イ
ンタビューによる。 
(2)量的調査研究：ランダム・サンプリングに
よって抽出した金沢市民 1000 名を調査対象
者として、郵送法による調査票調査を実施す
る。 
(3)理論研究：調査研究の知見などをふまえな
がら、「ASD と社会」の関係について、行為
理論、社会システム理論、文化理論、現代社
会論的に考察する。 
 以上の研究を遂行するために、研究チーム
を組織し、具体的に以下のような個々のプロ
ジェクトとして研究を実施する。 
① 当事者調査 
  ASD の当事者団体の協力を得て、ASD 当
事者がどのような困難に直面しているのか、
またどのような支援を必要としているのか、
医療技術についてどのように捉えているの
か、などについて追求していく。当事者団体
での会合などで交わされている議論を記
録・観察したり、個別に ASD の当事者およ
びその家族に対する面接調査をしたりしな
がら、データを収集する。 
② 学校・就労調査 
  ASD と関わりが多い専門職である学校教
育関係者に対する面接調査を行う。ASD が学
校現場でどのようにとらえられているのか、
近年注目されつつあるLDHDなどの他の「障
害」をもつ子どもたちに関する認識とも比較
しながら、考察する。 
③ 専門家調査 
  ASD に関わる医療関係者に面接調査を行
い、専門家である医師や研究者が、ASD なら
びにそれに対する医療技術の発展をどのよ
うに捉えているのかを追求していく。 
④ 市民調査 
  金沢市民に対して質問紙調査を実施する。
これまでにも ASD に関する市民調査は実施
されているが必ずしも科学的な調査である



とはいえず、また社会学的に十分な検討がな
されているともいえない。本研究では、ASD
に関する認識に限らず、いわば科学の合理性
と社会の合理性といった問題系、例えば、社
会での逸脱的な存在を医療技術・科学技術を
適用することで「治療」していく動きについ
て市民がどのように認識しているのか、また
そこにどのような分岐（階層・ジェンダーな
どの社会的属性による分岐）がみられるのか、
などを追求していく。 
⑤ 「ASD と社会」に関する理論研究 
  現代社会におけるASDの諸問題について、
理論的に考察する。すでに研究分担者の竹中
均が『自閉症の社会学』において示した、社
会学から ASD を考え、そしてまた ASD から
社会学理論について考えるということを押
し進め、さらに新たな展開をはかる。 
 
４．研究成果 
 主として以下のような知見が得られた。 
（1）当事者家族 
 ASD の診断を受けた、あるいはその疑いが
ある子どもをもつ保護者に対する聞き取り
調査を実施した。主として、自閉症と診断さ
れるまでの経緯や、現在の子育ての状況、家
庭の状況などについて尋ねている。この調査
については現在も継続中であるが、中間的に
その成果を述べると、以下のとおりである。
多くの保護者が ASD である子どもが、さまざ
まな場面で、いわゆる常識的なふるまいから
外れる行動をとったときに、周囲から非難の
目が向けられることを語っている。そうした
偏見の目は周囲の他人にかぎられない。たと
えば、祖父母や親戚等の身内であっても、同
様なまなざしで見られることがあるという
ことが指摘される。そして、そこから、保護
者がまわりの視線を過剰に気にしてしまう
ことも見出された。 
（2）市民調査 
 ランダム・サンプリングによって抽出した
石川県金沢市の男女1000人を対象としてASD
に関する調査票調査を実施した。回収率は
58.5%であった。この調査からは、主として
以下のような知見が得られた。 
① ASD に関する認知状況 
  「自閉症」という言葉を知る人こそ 7割を
超えていたが、「自閉症スペクトラム障害」
という名称についてはわずかに 5％の人しか
知らなかった。また、アスペルガー症候群や
高機能自閉症もあまり知られてはいない。 
② ASD の原因に関する認識 
  自閉症に関する認識について、因子分析を
行った結果、  2つの因子を見出すことができ
た。 第1因子は、「自閉症は心の病」「家に閉
じこもりがち」「社会が自閉症を生み出す」
「親の育て方が悪い」に関して負荷が高いの
で、「世俗的認識」と解釈する。第2因子は、
「自閉症の原因は遺伝」「自閉症の原因は脳
機能障害」において負荷が高いゆえ、「医学
的認識」と理解する。1）年齢が高いほど、世

俗的認識をもっている、2）女性のほうが医学
的認識をもっている、3）発達障害・精神障害
の人との関わりのある人のほうが,医学的認
識をもっている、4）発達障害に関する授業・
講演を受講したことがある人のほうが、医学
的認識がもっている、ということが明らかに
なった。 
③ ASD と治療に関して 
  ASDと医療の関係について尋ね、乳幼児の自
閉症検診拡充と自閉症の薬物治療に関する態
度として、1）年齢の高い人のほうが、乳幼児
の検診を拡充することに賛成である、2）学歴
の高い人のほうが、検診拡充に慎重である、3）
子どものいる人のほうが、検診拡充に賛成で
ある、4）自閉症の原因に関して世俗的認識を
もつ人のほうが、検診拡充に賛成である、5）
女性のほうが薬物治療に賛成である、6）学歴
の高い人のほうが薬物治療に慎重である、と
いうことが明らかになった。 
（3）専門家調査 
 おもに ASDの原因に関する研究を進めてい
る数名の研究者に対して、聞き取り調査を行
った。自閉症をどのようなものと考えている
かなど、自閉症研究の現状と課題について明
らかにした。 
 
 その他に、学校調査を実施しているがこれ
は現在も継続中であり、「ASD と社会」の関係
に関する理論的研究とともに、研究成果を取
りまとめ中である。 
 以上のように、本研究によって、「ASD と社
会」の関係を検討するための基礎を固めるこ
とができたと考える。 
 なお、成果の一部については、科研費報告
書『現代社会における自閉症スペクトラム障
害の社会認識と医療化に関する総合的研究』
を刊行した。また、現在、それらをもとにし
て、2014 年度内に研究書を出版することを予
定している。 
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